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ようこそ『おはなし会』へ
　岩出図書館では、毎週日曜日に「おはなし会」

を開催しています。

　この日も絵本の読み聞かせに大勢の子どもた

ちが参加しました。子どもたちは、吸い込まれ

るかのように絵本に夢中です。

　絵本は、子どもたちの想像力をかきたて、豊

かな心を育んでくれる“心の栄養”ですね。
（※おはなし会のお知らせは、23ページに掲載）
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6月23日～29日は
　　　　　　男女共同参画週間です ⑤

人権擁護委員制度をご存知ですか ⑦

岩出市国民健康保険税の税率を
　　一部改正させていただきました ⑬

市政懇談会の開催日程が決まりました ⑰

財団法人上田徳一・千代子
　　　　　育英奨学会第二十期生募集 ⑳

絵本は心の栄
養

図書館のマスコット「ふくちゃん」
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⑻　注意事項
○お申し込みは 1世帯につき 1件だけです。複数のお申し込みは出来ません。

○郵送での申込、電話での予約等は行いません。

○お申し込み資格で本籍地だけの方は後に代理人を登録していただきます。

○販売区画は現地に表示していますので、区画番号をご確認のうえお申込下さい。

なお、区画番号はアルミプレートで標記していますが、多少の誤差はございます。

　予めご了承下さい。

○お申し込み後、住民票の提出の無い方や住民票確認のうえ申込資格に適合しない方は、無効とさ

せていただきます。

○使用区画決定後、納期までに使用料および管理料の納付の無い方は、無効とさせていただきます。

○お申し込みだけではまだ墓地使用はできません。引き続き手続きが必要なので、予めご了承下さい。

■問い合わせ及び提出先：市役所  都市計画課　℡ 0736-62-2141（内線 220 ～ 225）
　　　　　　　　　　　　※募集や使用等にあたり、規則等を設けています。ご確認のうえお申し込み下さい。
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根
来
公
園
墓
地  

区
画
別
募
集
につい
て

根
来
公
園
墓
地  

区
画
別
募
集
につい
て

　根来公園墓地の使用者募集を行ないます。つきましては、ご希望の方は

下記並びに申し込み要領にご注意いただき、お申し込み下さい。

　なお、今回の募集は別図で指定された区画の中から空いている希望箇所

をお申し込みいただき、随時区画決定していきます。抽選ではございません。

　前回の募集とは異なりますので、お間違えのないようお願いします。

⑴　１区画の大きさ
4.0 ㎡（間口 1.6 ｍ×奥行き 2.5 ｍ）

⑵　募集区画数
Ｂ区　44区画　※別図のとおり（Ｄ区については、引き続き販売いたします。）

⑶　申込受付開始日時
平成 19年 6月 18 日㈪から（平日の午前 8時 45分～午後 5時 30分）
※ 6月 18日は、市役所 1階第 1会議室で午後 1時から受付を開始します。お間

違えのないようお願いします。なお、6月 19 日以降は、岩出市役所都市計画課

で受付します。

⑷　申し込み資格
①申し込み時点に、岩出市に住所又は本籍を有し、1年以上経過している方。

②下記の使用料及び管理料を、使用区画決定後 1ヶ月以内に一括納付できる方。

⑸　使用料　￥497,500 円（使用料として一括納付していただきます。）
⑹　管理料　￥120,000 円
（平成 32年 3月末日までの管理料として一括納付していただきます。

なお、平成 32年 4月以降の管理料は適切な時期に再検討いたします。）

⑺　応募方法
①資格を証明するものと印鑑ご持参のうえ、都市計画課でお申し込み下さい。

　申込用紙は都市計画課窓口でお受取下さい。

②申込完了後直ちに記載事項を省略していない住民票を提出して下さい。

　（申込日から 3ヶ月以内に発行されたもの）

③申込資格確認のうえ随時区画決定していきます。
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
納税係…………………………内線 151 ～ 153
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
市民税係………………………内線 141 ～ 144

納税は便利で確実な口座振替制度
をご利用ください。

口座振替のお問い合わせは、税務課納税係まで。

市·県民税が変わります 身近な行政サービスを効率よく行えるよう、
国から地方へ税源の移譲が行われます。

○どう変わるの？
　平成 19 年度市・県民税の所得割の税率が一律 10％になり、所得税の税率が４段階から６段階に細分化されます。（給与所
得者の場合、市・県民税は平成 19 年 6 月から、所得税は平成 19 年 1 月から新税率で徴収されます。）

※市・県民税は前年の所得に対して課税されます。一方、所得税は、その年の所得に対して課税されます。今回の税源移譲では、平
成 18年中と平成 19年中の所得が同じと仮定した場合に、市・県民税額と所得税額の合計が変わらないようになっています。

○税負担はどうなるの？
　市・県民税と所得税を合わせた税負担は、税源移譲前後で変動しないように設定されていますが、定率減税の廃止や、紀
の国森づくり税の導入などで、実質的な税負担は増えることになります。

■■ 市・県民税（所得割）■■
変更前 変更後

課税所得金額 税　　率 課税所得金額 税　　率
200万円以下 5％（市民税   3％・県民税 2％）

一　律
10％

（市民税6％・県民税4％）
200万円超～700万円以下 10％（市民税   8％・県民税 2％）
700万円超　 13％（市民税10％・県民税3％）

■■ 所　得　税 ■■
変更前 変更後

課税所得金額 税　　率 課税所得金額 税　　率

330万円以下 10％ 195万円以下 5％
195万円超～   330 万円以下 10％

330万円超～ 900万円以下 20％ 330万円超～   695 万円以下 20％
695万円超～   900 万円以下 23％

900万円超～ 1,800万円以下 30％ 900万円超～ 1,800 万円以下 33％
1,800 万円超 37％ 1,800 万円超 40％

市・県民税納期
　平成19年度市・県民税

第１期分と全期前納分の納

期限は7月2日です。期日

に遅れないようにお納めく

ださい。

県民税「紀の国森づくり税」が導入されます。
　水源のかん養、県土の保全等の公益的機能を有する森林からすべての県
民が恩恵を受けているとの認識に立ち、森林を県民の財産として守り育て、
次の世代に引き継いでいくことを目的とする「紀の国森づくり税」（市・県
民税の均等割額4,000円に 500円加算）が導入されます。

「紀の国森づくり税」の詳細については、和歌山県総務部総務管理局税務課
（TEL073-441-2183）までお問い合わせください。
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皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
は
、「
男

だ
か
ら
」、「
女
だ
か
ら
」
と
い
っ

た
決
め
つ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
、「
男
は
女
房
子
ど
も
を

養
っ
て
当
り
前
」、「
女
は
家
庭
を

守
る
も
の
だ
」
な
ど
…
。

　

男
性
の
中
に
は
、
家
事
が
得
意

な
人
も
い
ま
す
。
女
性
の
中
に
は

仕
事
を
し
た
い
人
も
い
ま
す
。
そ

れ
を
「
男
だ
か
ら
」、「
女
だ
か
ら
」

と
い
う
枠
に
は
め
て
し
ま
う
と
窮

屈
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
互

い
の
不
得
手
を
お
互
い
で
支
え
あ

う
と
、
も
っ
と
楽
し
い
毎
日
を
過

「
い
い
明
日
は

　
　

仕
事
と
暮
ら
し
の  

ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
　
　

〜
６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
〜

第１回 岩出市男女共同参画推進講座
育休体験から考える
～楽しくってためになる
　　　　 男の子育て～開催のお知らせ

◎日　時　平成 19年 7月 11日㈬　午後 1時 30分～
◎場　所　岩出市総合保健福祉センター（岩出市金池 92）
　　　　　３階　視聴覚室
◎参加対象者　20 歳以上の岩出市民
◎定　員　30名程度
◎講　師　和歌山県職員　副主査　森　敏郎氏
☆お電話でお申し込みください。（申込〆切  6 月 29 日㈮）
☆一時保育（事前申込 6月 29日㈮まで）あります。

［お問い合わせ・申込先］
　市長公室　男女共同参画担当係
　電話 62ー 2141（内線 113）

　「育児休業を取得したい！」、「孫をあずかることになったけど、かか
わり方がわからない…」と思っている男性の方、「男性の育児休業っ
て？？」と思っている女性の方、和歌山県職員で２番目に育児休業取得
した男性の体験談を聞いてみませんか？

女性はもちろん、男性にも。
新男女雇用機会均等法、2007年4月1日スタート！
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
○改正のポイント
•男性に対する差別も禁止されます。
•間接差別が禁止されます。
•妊娠・出産等を理由とする不利益取扱いも禁
止されます。
•男性に対するセクシュアルハラスメントも含
めた対策が義務化されます。

お問い合わせは
和歌山労働局雇用均等室（073-421-6157）まで。

～性別でなく “その人” をみてますか？～
男女も女性も  みんなにチャンス!

ご
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
「
世
間
体
が
あ
る
か
ら
…
」

と
思
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
世
間
体
と
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
を

選
び
ま
す
か
？

　

お
互
い
を
尊
重
し
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
が
男
女
共
同
参
画
社
会
で

す
。

　

身
の
回
り
の
気
づ
い
た
と
こ
ろ

か
ら
、
一
度
見
直
し
て
は
み
ま
せ

ん
か
？
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まちのホットな情報を届けます

　

岩
出
市
で
は
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
努
め
、
環
境
保
全
型
の
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
６
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
、

職
員
の
服
装
を
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
・
ノ
ー
上
着
）
期
間
と
い
た

　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
投
票
立
会
人
を
若
い
二
十
代

の
有
権
者
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。

　

次
の
選
挙
は
、「
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
」
で
す
。

　

立
会
人
を
や
っ
て
み
よ
う
、

や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方

は
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
対
象

　

市
内
在
住
の
二
十
代
の
有
権
者

で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

○
募
集
人
数

　

各
投
票
所
に
１
名（
計
19
ヶ
所
）

○
日
時

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

（
平
成
19
年
７
月
22
日
予
定
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
場
所

　

あ
な
た
の
住
所
が
所
属
す
る
投

票
所

○
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
締
め
切
り

　

平
成
19
年
６
月
15
日
㈮
必
着

○
そ
の
他

　

各
投
票
所
で
応
募
者
が
１
名
を

超
え
た
場
合
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
抽
選
を
行
い
、
結
果
は
後
日
、

ご
本
人
あ
て
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

投
票
立
会
人
に
は
、
報
酬
等
を

支
給
し
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
・
申
込
先
﹈

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

〒
６
４
９

６
２
９
２

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
131
）

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
取
組
に
よ
り
庁
舎

等
の
空
調
の
適
温
化（
28
℃
程
度
）

を
推
進
致
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

初
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
岩

出
市
消
防
団
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
今
後
も
火
災
の
予
防

運
動
お
よ
び
災
害
救
助
等
の
事
態

に
対
処
し
、
市
民
皆
様
の
生
命
、

財
産
の
保
護
に
懸
命
の
努
力
を
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
の
な
お
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
再
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

永
田
氏
は
、
昭
和
25
年
５
月
に

和
歌
山
県
巡
査
に
採
用
さ
れ
、
以

来
平
成
元
年
３
月
に
退
職
す
る
ま

で
の
38
年
余
り
の
永
き
に
わ
た

り
、
警
察
職
員
と
し
て
主
に
刑
事

警
察
に
お
い
て
、
強
い
正
義
感
と

旺
盛
な
勤
務
意
欲
を
も
っ
て
日
夜

職
務
に
精
励
し
、
卓
越
し
た
専
門

的
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
数
多

く
の
凶
悪
事
件
や
重
要
事
件
を
検

挙
す
る
な
ど
治
安
維
持
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　

永
田　

冨
士
男 

氏
（
吉
田
）

消
防
団
長
に

　

味
村
孝
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

軽
装
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
」
期
間

の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
７
月
の
河
川
愛

護
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
環
境
美
化
へ
の
認
識
を

深
め
、
住
み
や
す
く
愛
着
の
持
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
的
に
、

「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動
イ
ン

岩
出
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
、
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
等
を
回
収
し
、
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
場
所
・
日
時
等
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
い

わ
で
７
月
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動
イ
ン
岩
出
」

に
ご
協
力
を
！

二
十
代
の
投
票
立
会
人
を
募
集
!!
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

昭
和
23
年
に
政
令
に
よ
り
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌

24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中

に
あ
っ
て
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
国
民
一
人
一
人
が
人
権

問
題
を
直
感
的
に
と
ら
え
る
感
性

や
日
常
生
活
に
お
い
て
相
手
の
立

場
を
思
い
や
り
、
人
権
へ
の
配
慮

が
そ
の
態
度
や
行
動
に
現
れ
る
よ

う
な
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
生
命
の
尊
さ
・

大
切
さ
や
、
自
己
が
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
他

人
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
こ
と
を
真
に
実
感
で
き
る
よ

う
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
啓
発

活
動
目
標
を
「
育
て
よ
う　

一
人

一
人
の　

人
権
意
識
」、サ
ブ
テ
ー

マ
を
「
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が

え
の
な
い
命
を
大
切
に
」と
定
め
、

国
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
豊
か

な
人
権
意
識
を
育
て
て
い
く
よ
う

な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
世
界
中
の
人
々
が
共

存
す
る
も
の
で
す
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
り
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一

層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
。

　

岩
出
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　

齋　

藤　

美
知
子
（
高
塚
）

　

根　

来　
　
　

勲
（
北
大
池
）

　

赤　

井　

直　

樹
（
畑
毛
）

　

奥　
　
　

シ
ゲ
コ
（
南
大
池
）

　

岩　

西　

雅　

司
（
西
野
）

　

豊　

田　

隆　

昭
（
根
来
）

　

村　

中　

隆　

子
（
山
）

　

毎
月
第
２
火
曜
日
（
６
月
を
除

く
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ii
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
６
月
１
日
の
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
に
特
設
人
権
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。

【
場　

所
】

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ii
セ
ン
タ
ー
）

【
時　

間
】

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
問
い
合
わ
せ
先
は
生
活
福
祉
部

福
祉
課
人
権
啓
発
係
℡
62

２
１
４
１　

内
線
３
２
１
）

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

  児童手当現況届の提出は
  お早めに！
　児童手当を受給されている方は、６月4日

から６月 22日までの間に児童手当現況届を

お忘れのないよう提出してください。

　この現況届は、児童手当を受給されている

方が6月以降も引き続いて手当を受給するこ

とができるかどうかを確認するために、毎年

6月に前年の所得の状況と 6月 1日現在の

養育の状況などを届け出いただくものです。

現況届手続きの通知は5月末に福祉課から送

付します。

　もし、この現況届を提出しないと、受給資

格があっても、6月分以降の児童手当を受け

られなくなりますので、必ず提出してくださ

い。

現況届についてのお問い合わせは、　福祉課

児童手当係　内線 323

  岩出農業振興地域整備計画   
  の見直しについてお知らせ
　岩出市では、平成 19 年 12 月から平成

20年 8月までの間、農業振興地域整備計画

の総合的な見直しを行います。

　この整備計画の見直しのため、平成 19年

12 月 21 日から平成 20 年 8 月 20 日まで

の間、用途変更のための申し出の受付を休止

します。

（注　見直し業務の進捗状況により除外等の

申し出の休止期間を変更する場合もあります

ので、ご了承下さい。）

　岩出農業振興地域整備計画の見直しについ

てのお問い合わせは、

　農林経済課  農林係　内線 236

NEWS IWADE



8　2007.6　広報いわで

生生活活環環境境
ののペペーージジ
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市
で
は
回
収
し
て
い
な
い
廃
棄

物
（
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
、

左
記
の
場
所
に
各
自
持
ち
寄
っ
て

い
た
だ
き
、
有
料
で
回
収
す
る
と

い
う
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
回
収
日

　

平
成
19
年
６
月
17
日
㈰

○
回
収
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館

　

北
側
駐
車
場

○
回
収
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時
ま
で

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

　

暖
房
用
機
械
器
具

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
10
円

　

農
業
用
機
械
一
式

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
10
円

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
70
円

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
15
円

　

家
庭
用
消
火
器

　
　
　
　
　
　

１
個　

五
〇
〇
円

　

バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

１
個　

五
〇
〇
円

　

タ
イ
ヤ　
（
外
径
55
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　
　
　

五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
外
径
75
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　

一
，
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
外
径
100
㎝
以
下
）

　
　
　
　

１
本　

一
，
五
〇
〇
円

　

単
車

　
　
　
　

１
台　

一
，
五
〇
〇
円

　

物
干
し
台（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　

１
台　
　
　

五
〇
〇
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相

談
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
）・

油
類
及
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
き
ま

し
て
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
市
で
収
集
で
き

な
い
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し

て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方
③
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
し
、
自
己
の
住
居
に
設
置

で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の

随
時

•
補
助
予
定
台
数
（
40
台
）
に

達
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
，
〇
〇
〇
円
と

し
ま
す
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
し
ま

す
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

ご
み
の

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道

路
な
ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
処
罰
さ

れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

「
空
き
地
等
の
雑
草
除
去

に
つ
い
て
」
の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し

ま
す
と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
空

き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
責
任
を
持
っ
て
雑
草
除
去

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

岩出市
総合体育館

岩出市
商工会

南　側
駐車場

北　側
駐車場

東　側
駐車場

東　側
駐車場

適正処理困難
廃棄物受付会場

適正処理困難廃棄物受付会場　略図

至 大宮 県道泉佐野岩出線 至 泉南
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6 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 6月 ６ 日・20日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 6月 13日・27日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免
許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様
方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

資源ごみ品名 合計量（㎏） 一般処理種別 合計量（㎏）

その他プラスチック 670,471 一般可燃（生ごみ） 14,248,570

ペ ッ ト ボ ト ル 89,690 一般不燃（カン・ビン） 1,149,390

ダ ン ボ ー ル 386,640 可燃性粗大ごみ 2,253,450

紙 パ ッ ク 3,440 不燃性粗大ごみ 423,220

衣 類 296,740 雑草（前処理分） 767,880

新 聞 71,760 合　　計 18,842,510

雑 誌・ チ ラ シ 178,600 一般持込件数（件） 12,802

合　　　計 1,697,341

平成 18年度
ごみ量のお知らせ
▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

◎
犬
は
、つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中「
ふ
ん
」を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

犬･猫の飼育は
飼い主の
責任と愛情で!!
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「
80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
と
う
」

と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
）。
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
は
よ
く
か
ん

で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

け
れ
ど
も
人
生
80
年
時
代
を
迎

え
た
現
在
で
も
、
歯
の
寿
命
は
大

変
短
く
ま
だ
50
年
時
代
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
が
虫

歯
と
歯
周
病
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
切
な
の
が
歯
と
歯

ぐ
き
の
健
康
づ
く
り
で
す
。
80
歳

で
20
本
の
歯
を
残
す
た
め
に
今
日

か
ら
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

①　

食
後
の
歯
み
が
き
を
習
慣
に

し
ま
し
ょ
う
。

②　

し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う
。

③　

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

④　

喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

⑤　

食
物
繊
維
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
８
０
２
０
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・
破

傷
風
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
三
種
混
合

予
防
接
種
の
受
け
方
の
注
意

に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｐ
Ｔ
予
防
接
種
は
、
１
期
初

回
と
し
て
３
回
接
種
し
ま
す
。
１

回
目
と
２
回
目
、
２
回
目
と
３
回

目
の
接
種
間
隔
は
３
〜
８
週
で

す
。

　

接
種
間
隔
が
２
週
ま
で
や
８
週

を
超
え
る
と
任
意
接
種
と
な
り
、

公
費
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
医
療

機
関
で
同
意
書
に
署
名
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
後
に
副

反
応
が
発
症
し
た
場
合
、
国
の
予

防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
対

象
に
は
な
ら
ず
、
医
療
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度
又
は
全
国
町
村
会

総
合
賠
償
保
険
予
防
接
種
事
故
賠

償
保
険
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

保
健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ
「
８ハ

チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

」

　
　

６
月
４
日
〜
10
日
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

那賀休日急患診療所の
夜間診療時間の変更の

お 知 ら せ
　平成 19年 4月から診療時

間が下記のとおりとなって

います。

（日曜祝日・年末年始）

　昼間 9時～ 17時

　　（受付終了 16時 30分）

　夜間 20時～ 22時

　　（受付終了 22時）

（土曜日）

　夜間 20時～ 22時

　　（受付終了 22時）

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

6　

月

3 日 金尾歯科医院 岩出市西安上 94-1 62-1588

10 日 加 山 歯 科 紀の川市西大井 93-2 77-5655

17 日 西 歯 科 医 院 岩出市畑毛 274-9 63-5553

24 日 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山352 64-6608

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成19年6月 平成19年 7月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
25日㈪

H19 年 2 月生まれ
23日㈪

H19 年 3 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

26日㈫ 24日㈫

7か月児
19日㈫

H18 年 11 月生まれ
17日㈫

H18 年 12 月生まれ 13:00 ～ 13:15
20日㈬ 18日㈬

1歳8か月児
12日㈫

H17 年 10 月生まれ
10日㈫

H17 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15
13日㈬ 11日㈬

3歳6か月児
15日㈮

H15 年 11 月生まれ
13日㈮

H15 年 12 月生まれ 13:00 ～ 13:30
22日㈮ 20日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
12日㈫

H18 年 7 月生まれ
10日㈫

H18 年 8 月生まれ 9:00 ～ 9:30
13日㈬ 11日㈬

2歳6か月児
15日㈮

H16 年 11 月生まれ
13日㈮

H16 年 12 月生まれ 9:00 ～ 9:30
22日㈮ 20日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

18日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

9日㈪
沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どもの心を育てるために

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

ポリオ 4日㈪
〈通知〉
H18年 1月～ 12月生まれ
〈対象〉
7歳6か月未満の未接種者

栄
養
教
室

離乳食 21日㈭ 離乳食 19日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診
胸 部 検 診
胃がん検診
大腸がん検診
乳がん検診

1日㈮
7日㈭
8日㈮
14日㈭
18日㈪
21日㈭
27日㈬
28日㈭
29日㈮

事前に申込みされた
方に個別通知

2日㈪
25日㈬
26日㈭
27日㈮
30日㈪
31日㈫

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

4日㈪
29日㈮

機能訓練室のフリー
開放

2日㈪
27日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

9日㈯
ミレニアシティ
オークワ

14日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

27日㈬ エバグリーン 20日㈮
ホームセンター
コーナン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成19年6月、平成19年7月）

保健推進だより
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介介護護保保険険
ののごご案内案内
【お問い合わせ先】
保険年金課介護保険…………内線 189・198

第１号被保険者（65 歳以上）
介 護 保 険 料 普 通 徴 収　 納 期
　平成19年度介護保険料第1期分の期限は、

7月2日㈪です。

期日に遅れないようにお納めください。

　介護保険は、あなたの保険料で運営されてい

ます。便利で確実な口座振替制度をご利用くだ

さい。

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
の
保
険
料

◇
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、

岩
出
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
の
総
額
（
利
用
者
負
担
分

を
除
く
）
の
19
％
分
に
応
じ
て
基

準
額
が
決
ま
り
、
保
険
料
額
は
、

そ
の
基
準
額
を
も
と
に
し
て
低
所

得
者
へ
の
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
所
得
な
ど
に
応
じ
て
６

段
階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

みなさんの保険料が介護保険を支えています
　介護保険は、国・県・市の負担（公費）とみなさんが納める保険

料を財源として運営しています。

　介護が必要となったときに安心してサービスを利用できるよう、

保険料は必ず納めましょう。

◇介護保険の財源

◇
保
険
料
の
納
め
方

　

受
給
し
て
い
る
年
金
の
額
や
種

類
な
ど
に
よ
っ
て
納
め
方
が
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。
保
険
料
は
、
65
歳
に

な
っ
た
月
（
誕
生
日
の
前
日
が
属

す
る
月
）
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

•
特
別
徴
収

　

受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
が

老
齢
・
退
職
（
基
礎
）・
遺
族
・

障
害
年
金
で
、
年
額
18
万
円
以
上

の
方
は
、
年
金
受
給
月
ご
と
に
介

護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引

か
れ
ま
す
。

•
普
通
徴
収

　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方
、
老
齢
福
祉
年
金
・
恩
給
等
の

受
給
者
・
平
成
19
年
度
中
に
65
歳

に
な
ら
れ
た
方
・
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
、
現
況

届
の
出
し
忘
れ
等
に
よ
っ
て
年
金

が
停
止
し
た
方
な
ど
は
普
通
徴
収

に
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
、
市

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め

ま
す
。　

　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
手
間
が
か

か
ら
ず
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
役

所
や
市
指
定
の
金
融
機
関
等
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
低
所
得
者
の
負

担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

介
護
保
険
料
の
減
額
に
関
す
る
基

準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
減
額
措
置
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
）。

①
第
１
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
者

と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
（
以

下
「
世
帯
員
」
と
い
う
。）
が
市

町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

②
世
帯
の
当
年
中
の
収
入
見
込
額

の
合
計
が
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
最
低
生
活
費
年
額
以
内
で
あ
る

こ
と
。

③
世
帯
員
が
活
用
で
き
る
資
産
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

金
融
資
産
に
あ
た
っ
て
は
、
②
に

定
め
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
第
１
号
保
険
者
が
、
世
帯
員
以

外
の
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

※
減
額
措
置
を
継
続
す
る
場
合

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉

介護保険料の
減額について
◉◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉ ◉

段　階 対　　象　　者 保険料（年額）

第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方
および生活保護を受給している方 基準額× 0.5　29,300 円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、前年の合計所得金
額と課税年金収入の合計が 80万円以下の方 基準額× 0.5　29,300 円

第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、保険料段階第２段
階以外の方 基準額×0.75　44,000円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課
税の方 基準額　　　　58,600 円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 基準額×1.25　73,300円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 基準額× 1.5　88,000 円

○平成19年度介護保険料

公費負担50％保険料50％

国の負担25.0％
65歳以上の方の
保険料19.0％

40～64歳の方の
保険料31.0％

和歌山県の負担12.5％

岩出市の負担12.5％
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て

い
る
み
な
さ
ん
が
保
険
税
を
負
担

し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
万
が
一
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、
医
療

費
の
一
部
を
支
払
う
こ
と
で
安
心

し
て
必
要
な
治
療
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
、「
相
互
扶
助
」
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
経
済
情
勢

に
よ
る
国
保
加
入
者
の
増
加
や
高

齢
化
が
進
み
、
ま
た
、
医
療
技
術

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費

等
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
反

面
、
こ
れ
ら
の
財
源
で
あ
る
保
険

税
収
入
は
、
景
気
の
影
響
を
受
け

て
伸
び
悩
み
、
収
納
額
の
向
上
に

努
め
て
い
る
も
の
の
、
財
源
の
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
中
で

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支

出
に
応
じ
て
収
入
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な

い
か
ら
と
い
っ
て
必
要
な
支
出
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
す
。

　

今
回
の
税
率
の
改
正
は
、
介
護

納
付
金
の
支
払
額
の
不
足
分
を
少

し
で
も
解
消
さ
せ
る
た
め
に
、
国

保
税
の
内
介
護
分
の
税
率
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
今
の
国
民
健
康
保
険
会
計
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を

維
持
す
る
た
め
に
、
国
民
運
営
協

議
会
の
答
申
に
基
づ
く
内
容
を
３

月
市
議
会
定
例
会
に
諮
り
、
議
会

の
承
認
を
得
て
今
年
度
の
保
険
税

率
（
介
護
）
の
引
き
上
げ
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平成19年度

岩
出
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

一
部
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

( 単位：千円）

区分 15年度 16年度 17年度 18年度（見込）

介護納付金 179,302 224,583 265,811 287,368

保険税（介護分） 86,833 102,094 103,914 101,605

税金で賄う分 89,651 112,292 132,906 143,684

税等の不足分 -2,818 -10,198 -28,992 -42,079
＊保険税の介護分とは、国民健康保険に加入されている介護保険第２号被保険者（40

歳から 64歳までの方）の保険税は医療分と合わせて徴収し、それが介護給付費納付

金として社会保険診療報酬支払基金へ納付しています。

18年度 19年度

医　

療　

分

項　目 現　行 改正後 現行と比較

所得割 8.00％ 8.00％ －

資産割 50.00％ 50.00％ －

均等割 26,000 円 26,000 円 －

平等割 29,000 円 29,000 円 －

賦課限度額 530,000 円 560,000 円 ＋ 30,000 円

18 年度 19年度

介　

護　

分

項　目 現　行 改正後 現行と比較

所得割 1.35％ 1.45％ ＋ 0.10％

資産割 7.00％ 8.00％ ＋ 1.00％

均等割 8,000 円 8,800 円 ＋ 800 円

平等割 6,000 円 7,000 円 ＋ 1,000 円

賦課限度額 90,000 円 90,000 円 －

※ 40歳以上 65歳未満の方は、医療分と介護分の合計で課税されます。

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税

 

納　

期

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険

税
第
1
期
の
納
期
限
は
、

７
月
２
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

7
月
26
日
㈭

7
月
24
日
㈫

7
月
19
日
㈭

7
月
17
日
㈫

7
月
12
日
㈭

7
月
10
日
㈫

７
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

市文化協会による
作品展示

　市文化協会では、日頃のクラ
ブ活動の成果を発表する機会と
して作品展示を定期的に行って
います。
　今月は、「文協俳句会」のみ
なさんによる展示です。
　多くの皆様のご来館お待ちし
ています。
クラブ名　文協俳句会
期　　間　6月 2日㈯から
　　　　　6月 29日㈮まで

（午前9時から午後5時まで）
場　　所　岩出市民俗資料館
　　　　　１階　企画展示室
※民俗資料館の入場時間は、午後4
時30分まで。
　休館日は、毎週火曜日と祝日の翌日
です。

生
涯
学
習

歴
史
講
座
開
催
の

お
知
ら
せ

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
市

の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
知
識

と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
歴
史

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
19
年
６
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
３
時
00
分
ま
で

場　

所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

二
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　

市
内
に
お
け
る
近
年
の

　
　
　
　

発
掘
調
査
成
果

講　

師　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

主
事　

西
口
朗
弘
氏

参
加
費　

無
料

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
２
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】　

基
本
操
作
・
文
書
の
作

成
・
編
集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】
８
０
０
円

【
日
程
】
８
月
10
・
17
・
24
・
31

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方
（
学

生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
２
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
６
月
15
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９

　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
公
民
館
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場

合
、
初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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暮らしの情報

◎
成
人
講
座

•
歌
唱
講
座
「
歌
の
交
流
広
場
」

講
師
＝
安
積
恵
美
子
先
生

　
　
　

清
水
季
詩
子
先
生

　
　
　

市
原　

和
代
先
生

日
時
＝
６
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

　

各
学
園
と
も
休
講
い
た
し
ま

す
。◎

家
庭
教
育
学
級

対
象
者　

市
内
保
育
所
（
園
）
幼

稚
園
の
保
護
者

•
子
育
て
講
座

　

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

講師＝紀の川市教育委員会　教育相談員　古田弘文氏

6 月 ５ 日㈫

午前 10時 30分～

上 岩 出 保 育 所

6月 19日㈫ さ く ら 保 育 園

6月 23日㈯ し ら ゆ り 保 育 園

講師＝元・岩出中学校校長　中山皖市氏

6 月 ６ 日㈬

午前 10時 30分～

岩 出 第 二 保 育 所

6月 ７ 日㈭ 岩 出 保 育 所

6月 13日㈬ 山 崎 保 育 所

6月 14日㈭ 午前 10時 20分～ おのみなと紀泉台幼稚園

講師＝子どもの文化セミナー　吉橋成治氏

6 月 10 日㈰ 午前 9時～ 　　　 和歌山中央幼稚園

6月 11日㈪
午前 10時 30分～

根 来 保 育 所

6月 12日㈫ 山 崎 北 保 育 所

市
民
プ
ー
ル
開
場
の

お
知
ら
せ

○
開
場
期
間
及
び
時
間

　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
入
場
料

　

小
学
１
年
生
以
上
は
、
１
回
の

入
場
料
200
円
（
乳
幼
児
は
無
料
）

※
回
数
券
（
６
枚
綴
）
を
千
円
で

販
売
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
留
意
事
項

　

小
学
３
年
生
以
下
の
児
童
（
乳

幼
児
を
含
む
）
は
、
必
ず
保
護
者

同
伴
と
し
ま
す
。（
保
護
者
１
人

で
同
伴
で
き
る
子
ど
も
は
２
人
ま

で
）総

合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

6
月
9
・
16
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

民
謡
講
習
会
（
盆
踊
り
）

の
お
知
ら
せ

○
主　

催　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

協
会

○
日　

時　

７
月
７
日
㈯

○
場　

所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

２
階
小
ホ
ー
ル

○
講　

師　

竹
垣
流
舞
踊
家
元

　
　
　
　
　

竹
垣
み
と
よ
先
生

○
日　

程　

開
会　

１
時
30
分

　
　
　
　
　

講
習　

２
曲
の
予
定

　
　
　
　
　

閉
会　

３
時
30
分

○
費　

用　

無
料

○
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

松
見　

℡
62

５
２
１
１

ス
ポ
ー
ツ

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年

１月１日現在にある家屋であり、原則と

して所有している人に課税されます。

　年の途中に家屋を取り壊した場合は、

翌年度から課税の対象となりませんの

で、『建物滅失届』を提出していただき

ますよう、お知らせいたします。

　詳しくは、税務課固定資産税係までお

問い合わせください。

『建物滅失届』のお知らせ

子 育 て 講 座
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募　

集

市
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

○
採
用
予
定
者
数

　
市
民
プ
ー
ル
管
理
人　

４
名
程
度

　
市
民
プ
ー
ル
監
視
員　

16
名
程
度

○
資
格

•
管
理
人
…
市
内
在
住
で
25
歳
以

上
65
歳
未
満
の
健
康

な
方

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

•
監
視
員
…
18
歳
以
上
60
歳
未
満

（
高
校
生
を
除
く
）

の
水
泳
に
自
身
の
あ

る
方

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

○
時
給　

九
０
０
円
（
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
業
務
内
容

•
管
理
人
…
受
付
、
入
場
券
発
券

及
び
改
札
、
事
務
所

等
の
清
掃
、
そ
の
他

•
監
視
員
…
プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー

ル･

更
衣
室
等
の
清

掃
、
そ
の
他

○
勤
務
期
間
及
び
時
間

　

６
月
30
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈮

•
管
理
人
…
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

•
監
視
員
…
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

○
受
付
期
間

５
月
21
日
㈪
〜
６
月
８
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
合
せ

　

岩
出
市
荊
本
63

２

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

和
歌
山
県
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

　

６
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」を
開
設
！

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

　

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

委
員
室
内
）

　

―
相
談
内
容
等
―

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
６
月
７
日
以
降
も
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
。
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
ま
で
同
じ
電
話
番
号
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
休
日
及
び

夜
間
は
留
守
番
電
話
に
な
り
ま

す
。）

労
使
関
係
で
の
悩
み
や

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

和
歌
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

に
発
生
し
た
労
働
条
件
等
の
ト
ラ

ブ
ル
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
）
の

迅
速
な
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
た

め
の
相
談
と
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

和
歌
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
３

４
４
１

３
７
８
１

森
を
育
む
紀
州
材
の
家

づ
く
り
支
援
事
業
に
つ

い
て

　

乾
燥
し
た
紀
州
材
の
構
造
材
を

使
用
し
て
、
県
内
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
し
た
場
合
、
県
か

ら
建
築
主
に
対
し
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
左
記
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
補
助
金
額

　

紀
州
材
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
２
万
円

　

20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

10
月
31
日
㈬

　

申
込
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

那
賀
振
興
局
林
務
課

☎
62

０
０
１
５　

内
線
４
３
１

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

６
月
21
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

市
長
公
室

　
　
　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　
　
　

電
話　

62

２
１
４
１
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。 相　

談

イ
ノ
シ
シ
か
ら

農
作
物
を
守
れ
！

　

電
気
柵
等
設
置
補
助
制
度
の
お

知
ら
せ

　

山
間
部
に
お
い
て
農
作
物
を
イ

ノ
シ
シ
等
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

岩
出
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
の
た
め
、
電
気
柵
等
設

置
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
事
業
部
農
林

経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 そ

の
他

暮らしの情報
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　平成 19 年５月 28 日㈪から、和歌山地方法務局岩出出張所
では、不動産登記及び商業・法人登記の申請を、インターネッ
トを利用して行うことが可能になります。
［不動産登記について］
•オンライン申請を利用する場合は、登記の申請情報及び添付
情報をインターネットを利用して送信する必要があります。

•登記事項証明書の交付をオンラインで請求することが可能に
なります（請求された証明書は申請された方あてに郵送され
ます。）。

•従来の「登記済証（権利証）を交付する制度は廃止され、「登
記識別情報」及び「登記完了証」が交付されることになります。
　　なお、現在、登記名義人の方がお持ちの「登記済証（権利証）」
は、従来どおり書面申請をされる場合の添付書類となります
（現在の登記済証が無効になるものではありません。）。
•オンライン申請取扱庁が管轄する一筆の土地又は一個の建物
ごとに、「不動産番号」が付されます（登記事項証明書及び

登記完了証などに表示されます。）
•従来どおり書面申請をすることも、引き続き可能です。
［商業・法人登記について］
•登記の申請書の添付書類が電磁化されていない場合は、従来
どおり書面で提出（郵送）していただくことになります。

•オンライン登記の申請後は、手続の処理状況をインターネッ
トを利用して確認することができます。

•登記事項証明書の交付をオンラインで請求することが可能に
なります（請求された証明書は申請された方あて郵送されま
す。）。

•従来どおり書面申請をすることも、引き続き可能です。

※詳しい手続及びオンライン申請が導入されている庁について
は、下記ホームページを御覧ください。
　法務省オンライン申請システムのページ
　http://shinsei.moj.go.jp/
　和歌山地方法務局ホームページ
　http://houmukyoku.moj.go.jp/wakayama

　和歌山地方法務局

不動産登記及び商業・法人登記における
オンライン登記申請等について（お知らせ）

　市政懇談会は、まちづくりの方向性や市の

主要施策について市民の皆さんにご理解をい

ただき、行政が市民の皆さんと直接対話する

ことで、“地域の声”をまちづくりに活かす

ことを目的に毎年開催しています。

　懇談会の主な内容は、①主要施策のご説明

②ご意見・ご要望に対するご回答　③会場の

皆さんとの懇談　となっており、開催時間は

約２時間を予定しています。

　市民の皆さんの積極的なご参加をお待ちし

ています。

　市政懇談会に関するお問い合わせは、市長

公室市民ふれあい係（内線 118）まで

平成19年度　市政懇談会スケジュール表
開催日 開催場所 参加対象地区

1 7月25日㈬ 19:00～ 山崎地区公民館 中黒・金池・湯窪

2 7月27日㈮ 19:00～ 上岩出コミュニティーセンター 新田広芝・東坂本

3 7月28日㈯ 13:30～ 桜台地区公民館 山田・野上野・桜台

4 7月28日㈯ 19:00～ 上岩出地区公民館 水栖・北大池

5 7月30日㈪ 19:00～ 上岩出地区公民館 南大池・西国分

6 8月 1 日㈬ 19:00～ 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮

7 8月 3 日㈮ 19:00～ 根来地区公民館 森・堀口・安上

8 8月 4 日㈯ 13:30～ 岡田集会所 岡田・溝川

9 8月 4 日㈯ 19:00～ 山崎地区公民館 赤垣内・波分・曽屋

10 8月 6 日㈪ 19:00～ 山崎地区公民館 中島・吉田

11 8月 8 日㈬ 19:00～ 紀泉台地区公民館 相谷・西安上・紀泉台・原

12 8月10日㈮ 19:00～ サンホール 山・境谷

13 8月11日㈯ 13:30～ 上岩出地区公民館 中迫・荊本

14 8月11日㈯ 19:00～ 根来地区公民館 今中・川尻

15 8月20日㈪ 19:00～ 根来地区公民館 根来・尼が辻・押川

16 8月22日㈬ 19:00～ 山崎地区公民館 畑毛・金屋

17 8月24日㈮ 19:00～ 岩出市役所 西野・高瀬・備前

18 8月27日㈪ 19:00～ 船山地区公民館 船戸・山崎

※開催日・開催場所については、上記スケジュール表のとおりですが、
都合によりやむを得ず日程等を変更する場合もありますのでご了承く
ださい。なお、変更する場合は事前に連絡をさせていただきます。

の開催日程が決まりました!!

市政懇談会
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現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
、
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

◎
定　

員

　

１
６
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
・
視
力
聴
力
検
査
・

血
液
検
査
（
一
般
・
血
清
・
生

化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・

腹
部
超
音
波
検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
２
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み

は
一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、ねごろ大唐を使った料理をご紹介します。
《料理のいわれ、特徴》
　岩出特産のねごろ大唐の出回る時期（6月～ 10月頃）は甘みがあり、肉厚のね
ごろ大唐がピクルスに良く合います。冷蔵庫で１ヶ月はもつのでたくさん作って
おくと料理の一品として重宝します。

なかよしグループ

料理名 野菜のピクルス グループ名 なかよしグループ

【材料】
玉ねぎ‥‥‥‥‥‥‥ 200 ｇ
ねごろ大唐‥‥‥‥‥ 120 ｇ
（ない時はピーマン）
きゅうり‥‥‥‥‥‥ 150 ｇ
人参‥‥‥‥‥‥‥‥‥50ｇ
しょうが‥‥‥‥‥‥‥10ｇ
赤唐辛子‥‥‥‥‥‥‥ 半分
出し昆布‥‥‥‥ 5㎝角１枚
合わせ酢
　酢‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
　砂糖‥‥‥‥‥‥‥ 100 ｇ
　みりん‥‥‥‥‥‥‥20㏄
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥15ｇ
　だし汁‥‥‥‥‥‥‥50cc

【作り方】

①　玉ねぎ、ねごろ大唐、きゅうり、人参は食べやすい大きさ

に切り、沸騰した湯に塩を少し入れ、さっと湯通しした後

冷ましておく。水気は良く切る。

②　しょうがは薄い輪切り、赤唐辛子は細く切る。

③　合わせ酢の材料を全部混ぜ、火にかけて沸騰する直前に火

を止めよく冷ます。

④　①と②を合わせた上から③の合わせ酢をかけ、２日程重石

をしておく。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理
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国
民
年
金
で
は
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
（
７
９
２
，
１
０
０

円
）
を
受
け
る
た
め
に
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
（
加
入
可

能
年
数
）
加
入
し
て
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
25
年

以
上
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の

加
入
期
間
を
含
む
）
納
付
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

60
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
終
了
し
ま
す
が
、
納

付
期
間
が
25
年
に
満
た
な
い
方

は
、
自
ら
申
し
出
て
保
険
料
を
最

長
65
歳
ま
で
延
長
し
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
高
齢
任

意
加
入
と
言
い
ま
す
。

　

納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い

た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
高
齢
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
民
年
金
の
納
付
期

間
が
不
足
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
な
い
人
で
、
昭
和
40
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で

不
足
す
る
期
間
に
限
り
、
特
例
と

し
て
高
齢
任
意
加
入
す
る
道
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

の
窓
口
へ
年
金
手
帳
・
認
め
印
を

持
参
し
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
国
民
年
金
係
（
内
線

１
６
５
・
１
６
６
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ ん な と き 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入して
きたとき 印鑑

職場の健康保険の資格が
なくなったとき

印鑑、職場の健康保険資
格喪失証明書
（資格喪失日の分かる書
面）

職場の健康保険の被扶養
者でなくなったとき

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証

生活保護を受けなくなっ
たとき

印鑑、保護廃止決定通知
書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出すると
き 印鑑

職場の健康保険にはいっ
たとき 印鑑、国保と健保の両方

の保険証職場の健康保険の被扶養
者になったとき
国保の被扶養者が死亡し
たとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるように
なったとき

印鑑、保険証、保護開始
決定通知書

そ
の
他
の
届
出

退職者医療制度の対象に
なったとき 印鑑、保険証、年金証書

市内で住所が変わったと
き

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わった
とき
世帯が分かれたり、いっ
しょになったとき
修学のため、別に住所を
定めるとき

印鑑、保険証、在学証明
書

保険証を失くしたり、汚れて
使えなくなったとき

印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証）

こんなときはこんなときは　　国保の窓口へ14日以内に届け出ましょう!

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないよう
にしましょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう!

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
に
つ
い
て

　
　
　
　

― 

満
60
歳
を
迎
え
る
方
へ 

―

水
温
む
深
く
会
釈
の
札
所
寺　
　
　
　
　
　
　
　

梅
本　

喜
美
代

良
き
縁
を
心
に
願
ひ
雛
飾
る　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

豊
子

雛
人
形
仕
舞
ひ
し
納
戸
吾
が
生
家　
　
　
　
　
　

金
岡　

芳
子

蹲
つ
く
ば
い

に
花
び
ら
浮
い
て
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

愛
子

水
温
む
柳
川
の
水
面
煌
め
け
り　
　
　
　
　
　
　

金
城　

清
弘

泥
ん
こ
も
今
日
だ
け
お
し
ゃ
れ
雛
ま
つ
り　
　
　

七
条　

志
帆

水
底
に
動
く
も
の
あ
り
水
温
む　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

百
合
子

小
魚
の
影
動
き
け
り
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

梨
雪

母
子
孫
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
語
る
雛　
　
　
　
　
　
　

道
井　

要
子

菜
園
に
人
影
も
ど
り
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　

中
林　

安
貴
子

そ
り
橋
を
の
ぼ
る
児
嬉
々
と
水
温
む　
　
　
　
　

西
永　

千
代

夭
折
の
児
に
似
て
愛
し
流
し
雛　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

久
子

水
耕
の
根
は
な
す
ま
ま
に
水
温
む　
　
　
　
　
　

松
本　

由
美
子

暖
冬
に
悲
喜
交
々
の
生
活
あ
り　
　
　
　
　
　
　

湊　
　

正
三

水
温
む
自
転
車
の
前
犬
散
歩　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

カ
ヅ
子

苔
む
せ
る
水
車
の
廻
る
木
曽
の
春　
　
　
　
　
　

吉
益　

宜
子

御
詠
歌
の
聞
こ
へ
霊
場
水
温
む　
　
　
　
　
　
　

稲
田　

武
彦

俳
句
会　

三
月
作
品
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上
田
徳
一
氏
は
、
幼
少
の
頃
か

ら
、
勉
学
意
欲
は
極
め
て
旺
盛
で

あ
り
な
が
ら
、
家
計
が
裕
福
で
な

く
、
家
事
の
手
伝
い
な
ど
で
忙
し

く
て
学
校
へ
い
け
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
苦
学
を
し
な
が
ら
生

活
を
切
り
詰
め
、
三
十
二
歳
で

や
っ
と
大
学
を
卒
業
し
、
卒
業
後

も
倹
約
を
続
け
て
蓄
え
た
浄
財

を
、
自
分
と
同
じ
境
遇
の
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
株
式
証
券
を
本
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

上
田
徳
一
氏
の
遺
志
に
よ
り
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
で
勉
学
に
意

欲
を
持
ち
、
優
れ
た
学
生
・
生
徒

で
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
就

学
の
援
助
を
行
い
、
有
能
な
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
元
年
に
当
育
英
奨
学
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
二
十
期
生（
平
成
十
九
年
度
）

　

募
集
期
間

　

平
成
十
九
年
九
月
二
十
一
日
ま
で

☆
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学

校
の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
所
得

証
明

④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票

　
　
　
　
　
（
世
帯
全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会

内
財
団
法
人
上
田
徳
一
・
千
代
子

育
英
奨
学
会
事
務
局
で
交
付
し
ま

す
。

　

書
類
の
提
出
は
、
奨
学
生
志
願

者
の
在
学
校
又
は
、
卒
業
学
校
を

経
由
し
て
同
委
員
会
内
同
事
務
局

ま
で
送
付
下
さ
い
。

☆
対
象
学
校
・
給
貸
与
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
用
人
数

①
高
等
学
校　

月
額
一
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
２
名

②
大
学　
　
　

月
額
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
１
名

※
平
成
十
六
年
度
採
用
者
（
十
七

期
生
）
よ
り
給
貸
与
総
額
の
半
額

償
還
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
選
考
方
法

　

第
一
次　

書
類
審
査

　

第
二
次　

筆
記
試
験

　
　

試
験
日　

十
月
下
旬
予
定

　
　

場
所　
　

中
央
公
民
館

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
岩
出
市
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
内
線

278
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

財
団
法
人 

上
田
徳
一
・
千
代
子

育
英
奨
学
会
第
二
十
期
生
募
集

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊

を
防
止
し
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
設
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

旧
基
準
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
旧
耐
震
基
準
に

基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
所

有
者
に
対
し
、
市
が
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
そ
の
結
果
、
耐
震
性

が
劣
る
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
改

修
を
行
う
場
合
に
、
改
修
費
を
補

助
す
る
事
業
で
す
。

　

な
お
、
実
施
年
度
は
平
成
16
年

度
か
ら
平
成
20
年
度
の
５
年
間
の

予
定
で
す
。

補
助
対
象
限
度
額（
１
棟
あ
た
り
）

◎
耐
震
診
断

　

個
人
負
担　

な
し

◎
耐
震
改
修
補
助
要
件

•
一
般
型
補
強

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の

木
造
耐
震
診
断
で
総
合
評
点
が

0.7
未
満
と
判
定
さ
れ
た
建
物
を

対
象
に
、
総
合
評
点
1.0
以
上
と

な
る
改
修

•
避
難
重
視
型
補
強

　

昭
和
45
年
12
月
31
日
以
前
の

建
物
で
総
合
評
点
0.7
以
上
1.0
未

満
と
な
る
改
修

補
助
額　

対
象
工
事
費
の
３
分

の
２
（
60
万
円
限
度
）

　

個
人
負
担　

あ
り

税
制
優
遇
措
置

•
一
般
型
補
強

　

税
制
優
遇
措
置
あ
り

•
避
難
重
視
型
補
強

　

税
制
優
遇
措
置
な
し

平
成
19
年
度
予
定
件
数

　
　

耐
震
診
断　

60
件

　
　

耐
震
改
修　

５
件

受
付
期
間

　

随
時
受
付

補
助
対
象
建
物

◦
岩
出
市
内
に
存
す
る
民
間
の
も

の
◦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
地
上

階
数
が
２
階
以
下
で
か
つ
延
べ

面
積
が
２
０
０
㎡
以
下
の
も
の

（
別
途
岩
出
市
要
綱
に
定
め
る
）

　

申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
都
市

計
画
課
（
内
線
224
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の

補
助
に
つ
い
て

商業統計調査
平成19年6月1日　実施

経済産業省　和歌山県　岩出市

届きましたか「調査票」
調査員が皆様の事業所に調査票をお届けしています。

すべての商業事業所が対象です。

後日、調査員が調査票を受け取りに伺いますので、

ご協力をお願いします。
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第
１
回
岩
出
市
市
民
卓
球
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
３
月
25
日
㈰

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
団
体
戦

《
高
校
・
一
般
男
子
の
部
》

１
位　

一
休

（
木
村
・
加
藤
・
坂
部
・
得
津
・

西
岡
）

２
位　

と
し
き
よ

（
正
木
・
山
田
・
平
野
・
加
藤
）

３
位　

キ
ム
さ
ん
ズ

（
木
村
・
得
津
・
真
野
・
古
井
）

３
位　

那
賀
高
校

（
橋
本
・
永
田
・
富
永
・
前
田
・

吉
岡
）

《
高
校
・
一
般
女
子
の
部
》

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
西
・
神
保
・
遠
藤
・
牧
野
）

２
位　

Ｃ
Ｔ
Ｃ

（
辰
己
・
槇
谷
・
坂
口
・
椎
崎
・
川
端
）

３
位　

岩
出
Ａ

（
安
積
・
吉
川
・
保
井
・
横
山
）

３
位　

上
岩
出

（
志
佐
・
村
山
・
田
中
・
宮
本
・
峯
・

原
田
）

《
中
学
校
男
子
の
部
》

１
位　

岩
出
二
中
Ａ

（
橋
本
・
松
本
・
谷
山
・
沖
永
）

２
位　

岩
出
二
中
Ｂ

（
坂
倉
・
谷
川
・
原
田
・
佐
藤
）

３
位　

岩
出
二
中
Ｃ

（
渡
邊
・
冨
永
・
前
川
・
武
部
）

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
Ａ
）

（
辰
己
・
日
下
・
佐
伯
・
遠
藤
）

《
中
学
校
女
子
の
部
》

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
Ａ
）

（
西
川
・
小
門
・
糸
島
・
井
上
）

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
Ｃ
）

（
椎
崎
・
遠
藤
・
岩
阪
・
岩
阪
）

３
位　

岩
出
二
中
（
Ａ
）

（
北
川
・
中
西
・
山
田
・
岩
根
）

３
位　

岩
出
二
中
（
Ｂ
）

（
池
田
・
今
西
・
原
塚
）

▽
個
人
戦

《
高
校
・
一
般
男
子
の
部
》

１
位　

椎
崎
年
哉

２
位　

加
藤
剛

３
位　

加
藤
直
紀

３
位　

得
津
幹
生

《
高
校
・
一
般
女
子
の
部
》

１
位　

牧
野
日
菜

２
位　

西
裕
加
子

３
位　

遠
藤
綾
奈

３
位　

宮
本
寛
子

《
中
学
校
男
子
の
部
》

１
位　

松
本
雄
飛

２
位　

谷
山
岳
史

３
位　

橋
本
卓
也

３
位　

南
條
仁
志

《
中
学
生
女
子
の
部
》

１
位　

小
門
奈
津
実

２
位　

糸
島
南

３
位　

中
西
莉
咲

３
位　

西
川
絢
奈

《
小
学
生
男
子
の
部
》

１
位　

佐
伯
慎
一

２
位　

遠
藤
大
鷹

３
位　

魚
津
颯
二
郎

３
位　

辰
己
陽
平

《
小
学
生
女
子
の
部
》

１
位　

遠
藤
麻
実

２
位　

椎
崎
楓
花

３
位　

井
上
柚

３
位　

槇
谷
美
優

第
17
回
紀
南
青
少
年

第
24
回
紀
南
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
３
月
25
日
㈰

○
場
所　

新
宮
市
総
合
体
育
館

○
結
果

《
小
学
生
新
入
団
の
部
》

•
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

松
平
陽
菜
・
楠
本
早
紀

３
位　

池
上
小
百
合
・
中
西
真
由

《
小
学
生
男
子
の
部
》

•
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

岡
村
拓
路

•
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

岡
本
拓
路
・
福
岡
祥
平

３
位　

森
下
潤
也
・
松
下
隼
人

《
小
学
生
低
学
年
女
子
の
部
》

•
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

玉
井
沙
也
加

•
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

玉
井
沙
也
加
・
木
村
茉
帆

《
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部
》

•
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

榎
本
美
晴

３
位　

尾
方
里
美

•
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

榎
本
美
晴
・
尾
方
里
美

第
16
回
岩
出
市
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
３
月
18
日
㈰

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果
（
ダ
ブ
ル
ス
）

•
男
子
Ａ

優
勝　

奥
山
・
井
上

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

岩
西
・
友
渕

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

•
女
子
Ａ

優
勝　

伊
藤
・
伊
藤

　
　
　
（
貴
志
川
ク
ラ
ブ
）

２
位　

早
・
木
村

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

•
男
子
Ｂ

優
勝　

中
谷
・
広
田

　
　
　
（
那
賀
高
校
）

２
位　

山
口
・
岩
木

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

•
女
子
Ｂ

優
勝　

野
田
・
高
井

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

永
野
・
財
木

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

•
男
子
Ｃ

優
勝　

松
山
・
尾
方

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
・
岩
中
）

２
位　

武
藤
・
宮
本

　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

•
女
子
Ｃ

優
勝　

浦
田
・
平
敷

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

辻
堅
・
上
野

　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

•
男
子
Ｄ

優
勝　

安
村
・
神
保

　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

２
位　

山
本
・
沢

　
　
　
（
那
賀
高
校
・
粉
河
高
校
）

•
女
子
Ｄ

優
勝　

神
崎
・
中
林

　
　
　
（
那
賀
高
校
）

２
位　

柳
川
・
小
崎

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

•
男
子
Ｅ

優
勝　

稲
葉
・
是
枝

　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

２
位　

上
野
・
出
島

　
　
　
（
那
賀
高
校
）

•
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　

中
前
・
伊
藤

　
　
　
（
貴
志
川
ク
ラ
ブ
）

２
位　

藤
川
・
北
野

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

•
Ｆ

優
勝　

田
辺
・
稲
留

　
　
　
（
粉
河
高
校
）

２
位　

有
村
・
田
端

　
　
　
（
岩
出
中
学
校
）

第
17
回
岩
出
市
民
テ
ニ
ス
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
４
月
15
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
結
果

《
男
子
の
部
》

１
位　

曽
根
学
・
西
田
勝
彦

２
位　

花
村
文
夫
・
猪
飼
安
彦

《
女
子
の
部
》

１
位　

野
宮
つ
ぎ
子
・
楠
見
裕
美

２
位　

新
舎
と
も
子
・
門
前
善
子

２
位　

西
川
早
百
合
・
東
内
美
紀

《
女
子
・
新
人
の
部
》

１
位　

澤
本
真
理
子
・
細
尾
光
代

２
位　

大
崎
も
と
み
・
岩
西
章
代

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
18
年

7
月
3
日
か
ら
9
月
6
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

１
０
，
４
５
７
点
の
応
募
作
文

の
内
、
入
選
作
品
が
43
点
あ
り
ま

し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
4
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
4

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

悲
し
み
っ
て
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？

　

私
は
中
学
二
年
生
の
時
、
本
当

の
悲
し
み
と
い
う
も
の
を
知
り
ま

し
た
。

　

二
年
生
の
初
め
、
普
通
に
仲
の

い
い
子
が
い
て
、
休
み
時
間
な
ど

も
い
つ
も
一
緒
に
い
て
ま
し
た
。

ず
っ
と
仲
良
し
で
い
た
い
な
ぁ
と

思
う
ほ
ど
、
そ
の
友
達
が
大
好
き

で
し
た
。

　

あ
る
日
、
そ
の
友
達
に

「
〜
さ
ん
の
事
、
ど
う
思
う
？
私

は
、嫌
い
！
」
と
聞
か
れ
て
私
は
、

「
私
も
嫌
い
だ
よ
。」

と
言
い
、
嘘
を
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
、
そ
の
友
達
と
〝
離

れ
た
く
な
い
〞〝
嫌
わ
れ
た
く
な

い
〞と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、

そ
の
事
が
き
っ
か
け
で
私
は
苦
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

い
つ
の
日
か
ら
か
、
そ
の
友
達

の
様
子
や
態
度
が
お
か
し
い
な
ぁ

と
思
い
始
め
ま
し
た
。
私
の
事
を

さ
け
た
り
、
態
度
が
つ
め
た
く

な
っ
た
り
…
…

　

私
は
、
そ
の
時
は
、
た
だ
き
げ

ん
が
悪
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
、
あ

ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
、
朝
学
校
に
行
っ
て
上

靴
を
は
こ
う
と
し
て
靴
箱
を
見
た

ら
、上
靴
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
て
も
び
っ
く
り
し
て
と
っ
さ
に

職
員
室
に
行
き
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
た
っ
て
担
任
の
先
生

が
上
靴
を
探
し
て
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
が
、

佳　作
悲
し
み
を
越
え
て

岩
出
第
二
中
学
校　

３
年　

木き
む
ら村　

友ゆ

り

か

莉
香　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

「
上
靴
あ
っ
た
よ
。
気
に
す
る
事

な
い
よ
。
友
莉
香
、
負
け
た
ら
あ

か
ん
で
！
」

と
言
っ
て
く
れ
て
、
私
は
と
っ
て

も
感
動
し
て
泣
き
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
何
回
も
く
じ
け
そ
う

に
な
っ
た
け
ど
、
そ
の
言
葉
の
お

か
げ
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
毎
日
、
学
校
に
行
く
の
が

怖
く
て
、
上
靴
を
隠
さ
れ
な
い
た

め
に
、
毎
日
家
に
持
っ
て
帰
り
ま

し
た
。
教
室
に
い
て
も
い
つ
も
一

人
で
、
と
て
も
寂
し
く
て
、
今
す

ぐ
こ
の
立
場
を
立
ち
去
り
た
い
と

思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

そ
の
友
達
は
、
私
に
聞
こ
え
る

よ
う
に

「
ム
カ
ツ
ク
！
」

「
う
ざ
い
！
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
悪
口
を
言
っ

て
き
ま
し
た
。
食
欲
も
全
然
な
く

て
、
ご
飯
も
ほ
と
ん
ど
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
親
に
も
相
談
で

き
な
く
て
、
毎
日
夜
、
一
人
で
泣

い
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
塾
が
一
緒
で
仲
の
い
い

子
二
人
に
こ
の
事
を
思
い
き
っ
て

相
談
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
子
達

は
と
て
も
優
し
く
て
、
い
っ
ぱ
い

は
げ
ま
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、

「
負
け
や
ん
！
強
く
な
ろ
う
！
」

と
心
の
中
で
決
心
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
回
も
、
靴
を
隠
さ

れ
た
り
し
た
け
ど
、
私
は
そ
ん
な

事
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
悪
口
の
言
っ

て
き
た
友
達
と
話
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。初
め
、〝
絶
対
許
さ
な
い
〞

と
心
に
決
め
て
い
た
け
ど
、
最
初

に
嘘
を
つ
い
た
の
は
私
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
ず
っ
と
そ
の
友
達
が

悪
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
れ

は
私
の
間
違
え
で
し
た
。

　

私
は
、
直
接
は
怖
く
て
言
え
な

か
っ
た
け
ど
、
メ
ー
ル
で
謝
り
ま

し
た
。
す
る
と

「
私
も
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
や
り

す
ぎ
た
。
こ
れ
か
ら
は
仲
良
く
し

て
ね
！
」

と
嬉
し
い
返
事
が
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
一
緒
に
い
て
く
れ
る
友

達
が
い
な
く
な
る
事
が
一
番
悲
し

く
て
、辛
い
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

先
生
も
、
と
て
も
辛
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
見
捨
て
な
い

で
ず
っ
と
温
か
な
目
で
優
し
く
見

守
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん

な
生
徒
思
い
の
先
生
は
初
め
て

で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

人
の
優
し
さ
っ
て
と
て
も
い
い
も

の
だ
と
感
じ
、
私
も
優
し
い
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
辛
い
事
が
あ

る
と
思
う
け
ど
、
負
け
な
い
で
、

ま
っ
す
ぐ
に
突
き
進
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
周
り
の
人
、
す
べ
て
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

心
か
ら
〝
あ
り
が
と
う
〞
を
伝

え
た
い
で
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••

学
校
給
食
費
の
お
知
ら
せ

•••••••••••••••••••••••••••••

　

給
食
の
運
営
は
、
保
護
者
か
ら

納
付
さ
れ
る
給
食
費
で
賄
材
料
等

を
購
入
し
て
運
営
を
行
っ
て
お

り
、
安
定
し
た
給
食
を
断
続
す
る

た
め
に
は
、
給
食
費
の
確
保
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
給
食
費
の
滞
納
が

給
食
運
営
に
際
し
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
督
促
状
・
催
告
状
等

の
処
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

完
納
し
な
い
方
に
は
、
民
事
訴

訟
法
に
基
づ
き
和
歌
山
簡
易
裁
判

所
に
支
払
い
督
促
の
申
立
を
行

い
、
預
貯
金
等
の
差
押
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
は
、

必
ず
納
期
限
ま
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

6月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

●6月のおはなし会●
毎週日曜日に、おはなし会開催 !
場所‥岩出図書館おはなし室
　　　13:30 ～
○ 3日・10日
　　…「おはなしドロップス」
○ 17日・24日
　　…「おはなしのとびら」

●図書館Ｑ＆Ａ●
Ｑ‥ＹＡって、なに？
Ａ‥Young Adult（ヤングア
ダルト）の略です。おおむね
12 歳から 18 歳までの利用者
に対して、図書館が使用して
いる言葉です。

　ラジオを聴いているときや読書の「場面想
像」で脳全体が活性化するーなど、脳機脳低
下を防ぎ、頭を良くする簡単な方法等につい
てお話していただきます。
皆さんの日常生活にお役に立つと思いますの
で、お気軽にご参加ください。

　７月７日は七夕です。みんなで
おりがみを切ったり、折ったりし
て七夕かざりをつくりませんか？

日　時／平成19年6月30日㈯14:00～
場　所／岩出図書館 大会議室
対　象／小学生
定　員／先着20名
申込方法／岩出図書館カウンターに直接

申し込みいただくか、電話
（62-7222）で申し込みくださ
い。定員になり次第、締め切ら
せていただきます。

参加費／無　料

持ってきていただくもの／はさみ・のり・セロ
ハンテープ・タオル・ビニール袋

～頭脳を鍛える生活習慣術～

図書館ボランティアさんといっしょに

七夕かざりをつくろう!

日　時／平成19年6月16日㈯14:00～
場　所／岩出図書館 大会議室
　　　　　（岩出市根来1472-1）

対象者等／定員　100名
　　　　　　定員になり次第、締め切らせていただきます。
　　　　　　無料

申　込／岩出図書館までお申し込みく
　　　　ださい。
　　　　電話‥62-7222　FAX‥62-7150

和歌山県立医科大学付属病院長
脳神経外科教授

板倉　徹 さん

図
書
館
の
本
の
並
び
方
に
つ
い
て

★図書館の本の並び方には、ルールがあります。
★本についているラベルの数字・アルファベット・カタカナの役割や意味がわかると、本を探すとき便利です。
★図書館の本はＮＤＣ（日本十進分類法）をもとに、本の内容（ジャンル）によって分類番号をつけて整理し、本の
置き場所を決めています。ＮＤＣとは、本の背ラベルに書いてある数字のことです。この分類番号によって、同じ
内容の本や似たような内容の本を集めて、並べています。

0　総記 1　哲学 2　歴史 3　社会科学 4　自然科学
5　技術 6　産業 7　芸術 8　言語 9　文学

３４９．２サ
一般書のラベルは、青色のワクです。
ＮＤＣの数字、または下記の記号
カタカナは著者の頭文字

Ｅサ
児童書のラベルは、緑色のワクです。
ＮＤＣの数字、または下記の記号
カタカナは著者の頭文字

★岩出図書館では、資料のＮＤＣの前にアルファベットのついている背ラベルがあります。図書館内で本を探すとき
や利用者端末で、資料の検索結果をご覧になる時の参考にして下さい。★

一般書 児童書
Ｆ 日本の小説 Ｅ 絵本
K 郷土資料 Ｃ 紙芝居
Ｒ 参考資料 Ｒ 参考資料
Ｙ（ラベルはオレンジ色のワク） ヤングアダルト Ｙ（ラベルはオレンジ色ワク） ヤングアダルト
W（ラベルは茶色のワク） マックアルパイン石 Ｇ 外国語の資料
Ｌ 大活字本
Ｂ 文庫本
Ｇ 外国語の資料
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市の人口と世帯（平成 19年 4月末日現在）　総人口 51,699 人　男 25,024 人　女 26,675 人　世帯数 19,351

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

10
時
間
目
「
那
賀
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
」

那賀浄化センターに集められた汚水は、活性汚泥※
１と呼ばれる微生物の動き

によって分解されてきれいになります。さらに、高度処理※
２をして住吉川に

放流されます。

※１　活
かっせいおでい

性汚泥　下水に空気を吹き込み、かくはんすることで汚水を吸収・分解する微生物の集まりのこと。
※２　高

こうど し ょ り

度処理　活性汚泥で処理された下水を、さらに高度な水質とする処理方法のこと。

【下水道ってなあに？　シリーズはこれをもちまして終了します。ご愛読ありがとうございました。】

岩出市役所

県道小豆島岩出線

岩出市立体育館
駐車場

駐車場

教
育
委
員
会

和歌山
地方法務局
岩出出張所

2F
京奈和高
速事務所

中央公民館
2F

下水道課

下
水
道
課
は

移
転
し
ま
し
た
。

お知らせ


